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 要  旨 
デジタルコンテンツの不正利用を防ぐ方法のひとつに電子透かし技術がある．電子透かしとは
著作権情報やユーザーID等の識別情報をコンテンツにひそかに埋め込む技術であり，これにより
コンテンツの不正利用を抑止することができる．しかし，電子透かしにはその効果を無効化する
様々な攻撃が考えられ，特に動画像にとって重要な問題に時間同期外しがある． 
時間同期外しにはクリッピング，フレームレート変換，フレームドロップの三つが挙げられる
が，これらの攻撃は電子透かしの破壊を意図せずとも通常の動画像の編集で容易に起こりうる．
したがって動画像向け電子透かしには時間同期外し耐性が求められる．また，動画像はその流通
過程でさまざまな圧縮形式に変換されるため，動画圧縮に対しても耐性をもつことが望まれる． 
こうした問題を解決するため，本研究以前に RS 符号の消失誤り訂正アルゴリズムを利用して
時間同期外し耐性を実現する動画像向け電子透かしを提案した．透かし情報を RS 符号によって
符号化することで分散情報を構成し，動画像の各フレームに埋め込む．各フレームから分散情報
を抽出し消失誤り訂正を行うことで時間同期外し耐性をもたせた．しかし，この手法には動画圧
縮によって容易に透かしが破壊されるという問題があった．そこで本研究では圧縮耐性を向上し，
この問題を改善する． 
本論文では外符号を RS 符号，内符号を畳込み符号とする連接符号を利用する．また，内符号
の復号には Max-log-MAP アルゴリズム，外符号の復号には抽出データの信頼度情報に基づいて
消失誤り訂正を行う復号アルゴリズムを提案し利用する．時間同期外しによって一部の分散情報
が失われても消失誤り訂正を行うことで透かし情報を復号できる．さらに Max-log-MAP アルゴ
リズムによって得られる LLRを信頼度情報とすることで，より信頼度の高い分散情報から復号を
行い，誤り訂正能力を向上する．これにより圧縮耐性の向上が図れる． 
シミュレーションによる評価の結果，提案法が三種の時間同期外しすべてに対して耐性を有す
ることを確認できた．また，信頼度を利用する場合と利用しない場合とで復号性能を比較し，信
頼度を導入することの有用性を確認した． 
 
